
平日にもかかわらず、たくさんのご家族の

方々にお越し頂き、温かい声援を送っていただ

きました。 

今年も一定時間〔8 分間〕を一定ペースで長

く走る方法で行いました。友達との競争ではな

く自分との戦いです。そのため、少しでも走れる

距離を伸ばすために、一定のペースで走る方法

を考え、毎日練習してきました。 

持久走は苦しいから好きじゃないというお子さんを少しでも減らした

いと思って、私からは少し苦しさが軽くなる秘訣を話しました。 

最後に、一定ペースで走れた「ラップ周数賞」及び長い距離を走れた

「ラップタイム持続賞」を贈呈しました。児童には完走後の達成感と、

目標に向かって努力することのすばらしさを、少しでも感じ取ってもら

いたいと願っています。 
 

 

 

＋  
 

 

外はすっかり冬の景色となり、初雪の気配が近づいているのを感じます。12 月も数々の行事があ

りましたが、保護者の皆さんをはじめ地域の皆さんに支えていただきながら、滞りなく教育活動を

進めることができました。心より感謝しています。ありがとうございました。   

早いもので 2023年も残すところ数日となりました。今年を振り返ってみると、新型コロナウイ

ルス感染症も 5類になり、元の生活に戻りつつあります。充実した1年だったことを嬉しく思って

います。冬季休業中の健康・安全についても、引き続きどうぞよろしくお願いします。皆さんもご家

族で、辰年の良い新年をお迎えください。 
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１２月号(1２月20日発行)  文責 校長 

竜
りゅう

蓋山
が い ざ ん

 

◆学校教育目標◆ 
夢をもち、夢を実現するための確かな学力を身に

付け、心豊かで、たくましく生きる児童を育てる 

    ～夢を実現しようとする子～ 
 

今月の講話は、人権教育主任です。 

だれかを思いやれば、それが自分に返ってくることを

説いた話「極楽と地獄の長いはし」が教えてくれること

を、児童に問いかけながら、じっくり考えさせました。

「自分さえ良ければ」という思いが周りの人を不快にさ

せかねないことに気づかせる講話でした。人として常に

心に留めておきたいことですね。 

「人権って何だろう。」と一人ひとりが自分事として考

えることができた時間になりました。 



今年度の人権集会では「上南摩小人権の花束」を作

成しました。自分のよさ、友達のよさを認め合い、お

互いのよさを受け入れ合うことで、誰もがかけがえの

ない存在であることに気づかせる活動です。なかよし

班ごとに、素敵な心温まる花束を完成させました。 

後半には学区内に住んでいる、わかくさ特別支援学

校に通うお子さんと交流しました。すずやカスタネッ

ト、ハンドベル等の楽器を一緒に鳴らしながら、クリ

スマスソングを歌ったり、クイズに答えたりして充実

した時間を過ごしました。 

初めての交流会でしたが、楽しく過ごせたことを嬉

しく思いました。 

 

南摩中学校でダイアモンド☆ユカイ氏の講演会があり、上南

摩小と南摩小の 5・6 年生が一緒に話を聞かせていただきまし

た。ユカイ氏は、自身の体験や経験から人生のアドバイスをた

くさんしてくださいました。 

児童や生徒からの質問にも真摯に向き合い、真剣に答えてく

ださって、一人ひとりを大切に思っていることを実感しました。 

最後にサプライズで、トイ・ストーリーの日本語版主題歌「君

はともだち」を歌ってくださいました。 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
          

12/25(月) 第 2学期終業式             /26(火)～1/8日(月) 冬季休業 

1/  9(火) 第 3学期始業式(13:50下校)       /10(水) 身体計測(業間)               

/12(金) 移動科学館(サイエンスショー)・南摩中新入生保護者説明会・PTA役員選出会議 

/15(月) 読み聞かせ・クラブ      /16(火)～23(火) 家庭学習強調週間・代表委員会(業間) 

/17(水) 習字支援               /22(月) 委員会   /23(火) 給食感謝の会   

/24(水) 学力テスト(CRT)  /26(金)安全安心対策会議  /29(月)クラブ  /31(水) ふるさと学習     
※変更になる場合もありますのでご了承ください 

ルールは、カラーボールを的に向かって投げ、ど

れだけ的に近づけることができるかを競うシンプ

ルな競技です。障害のある人と健常者、年齢に関わ

らず一緒に楽しむことができるスポーツです。 

各委員からの、親切・丁寧なご指導のおかげで児

童は、ボッチャの楽しさが十分に味わえたようで

す。ありがとうございました。 

鹿沼市スポーツ推進員の方々のご好意によ

り、本校でボッチャの体験ができました。７

名の委員の方が来校し、投げ方やルールの説

明をしてくださいました。ボッチャはパラリ

ンピックの正式種目にもなっています。 


